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(57)【要約】
【課題】簡素な追加部材で、保冷温庫の温度追随性を調
整することができる建設機械の空調装置を提供する。
【解決手段】冷却器２０と、冷却器２０の下流側に設け
られた加熱器２１と、加熱器２１の上流側に回動可能に
設けられた温調ダンパ２３と、冷却器２０からの冷気と
加熱器２１からの暖気が流通する送出流路２２と、送出
流路２２の下流側に設けられた運転室用送出口１６Ａ，
１６Ｂと、運転室用送出口１６Ａ，１６Ｂの間で回動可
能に設けられた切替ダンパ２４と、切替ダンパ２４の上
流側に位置するように送出流路２２の幅方向一方側の側
壁に形成された保冷温庫用送出口１８と、を備えた空調
装置１４において、保冷温庫用送出口１８から送出流路
２２内に突出するように設けられた略筒状のガイド部材
２５を備える。ガイド部材２５は、側面一方側に形成さ
れた遮蔽部２６と、側面他方側に形成された開口２７と
を有する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空気を冷却して冷気を生成する冷却器と、
　前記冷却器の下流側に設けられ、冷気を加熱して暖気を生成する加熱器と、
　前記加熱器の上流側及び下流側のうちの少なくとも一方に回動可能に設けられ、前記冷
却器から流出した冷気のうち前記加熱器に流入する冷気の割合を調節する温調ダンパと、
　前記冷却器からの冷気と前記加熱器からの暖気が流通する送出流路と、
　前記送出流路の下流側に設けられ、冷気、暖気、及びそれらの混合気のうちのいずれか
となる空気を運転室内へ送り出すための第１及び第２の運転室用送出口と、
　前記第１及び第２の運転室用送出口の間で回動可能に設けられ、前記第１の運転室用送
出口から送り出す空気と前記第２の運転室用送出口から送り出す空気との割合を調節する
切替ダンパと、
　前記切替ダンパの上流側に位置するように前記送出流路の幅方向一方側の側壁に形成さ
れ、前記温調ダンパの回動位置に応じて冷気、暖気、及びそれらの混合気のうちのいずれ
かとなる空気を保冷温庫内へ送り出すための保冷温庫用送出口と、を備えた建設機械の空
調装置において、
　前記保冷温庫用送出口から前記送出流路内に突出するように設けられた略筒状のガイド
部材を備え、
　前記ガイド部材は、前記加熱器からの暖気が流れてくる側面一方側に形成された遮蔽部
と、前記冷却器からの冷気が流れてくる側面他方側に形成された少なくとも１つの開口と
を有することを特徴とする建設機械の空調装置。
【請求項２】
　請求項１記載の建設機械の空調装置において、
　前記ガイド部材は、前記加熱器からの暖気が流れてくる側面一方側の半周部分に形成さ
れた遮蔽部と、前記冷却器からの冷気が流れてくる側面他方側の半周部分に形成された開
口とを有することを特徴とする建設機械の空調装置。
【請求項３】
　請求項１記載の建設機械の空調装置において、
　前記ガイド部材を回転させる回転機構を備えたことを特徴とする建設機械の空調装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建設機械の空調装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　油圧ショベル等の建設機械においては、運転室の温度調整を行うために空調装置を設け
たものがある（例えば特許文献１参照）。特許文献１に記載の空調装置は、空気を送り出
す送風機と、この送風機の下流側に設けられ、空気を冷却して冷気を生成する冷却器（エ
バポレータ）と、この冷却器の下流側に設けられ、冷気を加熱して暖気を生成する加熱器
（ヒータコア）と、冷却器からの冷気と加熱器からの暖気が流通する送出流路と、この送
出流路の下流側に設けられた第１及び第２の運転室用送出口とを備えている。
【０００３】
　加熱器の上流側及び下流側には温調ダンパが回動可能に設けられており、その回動位置
に応じて、冷却器から流出した冷気のうち加熱器に流入する冷気の割合を調節するように
なっている。そして、特許文献１には記載されていないものの、例えば運転室の検出温度
と目標温度の差に応じて温調ダンパの回動位置を制御することにより、第１及び第２の運
転室用送出口から運転室内に送り出す空気全体の温度を調整することが可能である。
【０００４】
　具体的に説明すると、例えば運転室の検出温度が目標温度より著しく高い場合（言い換
えれば、冷房を行ったほうがよい場合）、加熱器側の開度がゼロとなるように、温調ダン
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パを回動する。これにより、送出流路内に冷気のみが流通し、第１及び第２の運転室用送
出口から運転室内に送り出す空気全体の温度が著しく低くなる。一方、例えば運転室の検
出温度が目標温度より著しく低い場合（言い換えれば、暖房を行ったほうがよい場合）、
加熱器側の開度が最大となるように、温調ダンパを回動する。これにより、送出流路内に
暖気のみが流通し、第１及び第２の運転室用送出口から運転室内に送り出す空気全体の温
度が著しく高くなる。
【０００５】
　第１及び第２の運転室用送出口の間では切替ダンパが回動可能に設けられており、その
回動位置に応じて、第１の運転室用送出口から送り出す空気と前記第２の運転室用送出口
から送り出す空気との割合を調節するようになっている。そして、特許文献１には記載さ
れていないものの、例えば運転室の検出温度と目標温度の差分が小さくなれば、温調ダン
パの回動位置とともに、切替ダンパの回動位置を制御する。これにより、第１及び第２の
運転室用送出口から運転室内に送り出す空気全体の温度を調整することが可能である。
【０００６】
　具体的に説明すると、例えば運転室の検出温度が目標温度より少し高い場合、加熱器側
の開度が小さくなるように、温調ダンパを回動する。同時に、第１の運転室用送出口の開
度が大きくなるとともに第２の運転室用送出口の開度が小さくなるように、切替ダンパを
回動する。これにより、第１の運転室用送出口は、主として冷却器からの冷気を送り出す
とともに流量が多くなり、第２の運転室用送出口は、主として加熱器からの暖気を送り出
すとともに流量が少なくなる。その後、運転室の検出温度と目標温度の差分が小さくなれ
ば、第１の運転室用送出口の開度が小さくなるとともに第２の運転室用送出口の開度が大
きくなるように、切替ダンパを回動する。これにより、第１の運転室用送出口の冷気の流
量を減らすとともに、第２の運転室用送出口の暖気の流量を増やす。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００１－１７１３２８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　油圧ショベル等の建設機械においては、さらに、運転室内に保冷温庫を設けたものがあ
る。そのため、空調装置においては、切替ダンパの上流側に位置するように、送出流路の
幅方向一方側の側壁に保冷温庫用送出口を形成したものがある。このような構造では、温
調ダンパの回動位置に応じて、保冷温庫用送出口から保冷温庫内に送り出す空気の温度を
調整することが可能である。すなわち、保冷温庫の温度を、運転室の温度に対してある程
度追随させることが可能である。
【０００９】
　しかし、本願発明者らは、空調装置の運転状況によって、保冷温庫の温度と運転室の温
度との差が大きくなることに気づいた。具体的には、上述したように第１の運転室用送出
口の開度が小さくなるとともに第２の運転室用送出口の開度が大きくなるように切替ダン
パを回動した場合に、切替ダンパの影響を受けて、送出流路から保冷温庫用送出口に取り
込まれる暖気が増える。この場合、保冷温庫の温度は、運転者が意図する温度よりもやや
高くなる。
【００１０】
　なお、切替ダンパの回動位置は、温調ダンパの回動位置に連動するとともに、運転室の
検出温度と目標温度の差分に応じて制御することから、保冷温庫の温度追随性のために調
整することが容易でない。仮に、保冷温庫の温度追随性のために切替ダンパの回動位置を
調整すれば、運転室の温度が変動してしまう。
【００１１】
　本発明は、上記事柄に鑑みてなされたものであり、その目的は、簡素な追加部材で、保
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冷温庫の温度追随性を調整することができる建設機械の空調装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記目的を達成するために、本発明は、空気を冷却して冷気を生成する冷却器と、前記
冷却器の下流側に設けられ、冷気を加熱して暖気を生成する加熱器と、前記加熱器の上流
側及び下流側のうちの少なくとも一方に回動可能に設けられ、前記冷却器から流出した冷
気のうち前記加熱器に流入する冷気の割合を調節する温調ダンパと、前記冷却器からの冷
気と前記加熱器からの暖気が流通する送出流路と、前記送出流路の下流側に設けられ、冷
気、暖気、及びそれらの混合気のうちのいずれかとなる空気を運転室内へ送り出すための
第１及び第２の運転室用送出口と、前記第１及び第２の運転室用送出口の間で回動可能に
設けられ、前記第１の運転室用送出口から送り出す空気と前記第２の運転室用送出口から
送り出す空気との割合を調節する切替ダンパと、前記切替ダンパの上流側に位置するよう
に前記送出流路の幅方向一方側の側壁に形成され、前記温調ダンパの回動位置に応じて冷
気、暖気、及びそれらの混合気のうちのいずれかとなる空気を保冷温庫内へ送り出すため
の保冷温庫用送出口と、を備えた建設機械の空調装置において、前記保冷温庫用送出口か
ら前記送出流路内に突出するように設けられた略筒状のガイド部材を備え、前記ガイド部
材は、前記加熱器からの暖気が流れてくる側面一方側に形成された遮蔽部と、前記冷却器
からの冷気が流れてくる側面他方側に形成された少なくとも１つの開口とを有する。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、簡素な追加部材で、保冷温庫の温度追随性を調整することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の一実施形態における油圧ショベルの全体構造を表す側面図である。
【図２】本発明の一実施形態における油圧ショベルの運転室の内部構造を概略的に表す側
面図である。
【図３】本発明の一実施形態における油圧ショベルの運転室の内部構造を概略的に表す平
面図である。
【図４】本発明の一実施形態における空調装置の内部構造を概略的に表す断面図である。
【図５】本発明の一実施形態における空調装置の保冷温庫用送出口及びガイド部材の構造
を表す斜視断面図である。
【図６】本発明の一実施形態におけるガイド部材の構造を表す斜視図である。
【図７】本発明の一実施形態における空調装置の保冷温庫用送出口、ガイド部材、及び保
冷温庫用送風ダクトの構造を概略的に表す分解斜視図である。
【図８】本発明の一変形例における回転機構の構造を概略的に表す図である。
【図９】本発明の他の変形例におけるガイド部材の構造を表す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の一実施形態を、図面を参照しつつ説明する。
【００１６】
　図１は、本実施形態における油圧ショベルの全体構造を表す側面図である。図２及び図
３は、本実施形態における油圧ショベルの運転室の内部構造を概略的に表す側面図及び平
面図である。
【００１７】
　本実施形態の油圧ショベルは、クローラ式の下部走行体１と、下部走行体１の上側に旋
回可能に設けられた上部旋回体２と、上部旋回体２に連結された作業装置３とを備えてい
る。そして、走行用油圧モータの回転駆動によって下部走行体１が走行し、旋回用油圧モ
ータの回転駆動によって上部旋回体２が旋回するようになっている。
【００１８】
　作業装置３は、上部旋回体２の旋回フレーム４に上下方向に回動可能に連結されたブー
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ム５と、ブーム５に上下方向に回動可能に連結されたアーム６と、アーム６に上下方向に
回動可能に連結されたバケット７とを備えている。そして、ブーム用油圧シリンダ、アー
ム用油圧シリンダ、及びバケット用油圧シリンダの伸縮駆動により、ブーム５、アーム６
、及びバケット７が上下方向に回動するようになっている。
【００１９】
　上部旋回体２は、その下部基礎構造をなす旋回フレーム４と、旋回フレーム４の前側（
図１中左側）に設けられたキャブタイプの運転室８と、旋回フレーム４の後側（図１中右
側）に設けられたカウンタウェイト９とを備えている。なお、図示しないが、上部旋回体
２には、エンジンと、このエンジンによって駆動され、上述した油圧モータや油圧シリン
ダへ供給する圧油を生成する油圧ポンプ等が搭載されている。
【００２０】
　運転室８には、運転者Ｐが着座する運転席１０が設けられている。運転席１０の左側（
図３中下側）には、上部旋回体２の旋回及びアーム６の回動を指示する十字操作式の操作
レバー１１Ａが設けられている。運転席１０の右側（図３中上側）には、ブーム５の回動
及びバケット７の回動を指示する十字操作式の操作レバー１１Ｂが設けられている。運転
席１０の前側（図２及び図３中左側）には、下部走行体１の走行を指示する操作ペダル１
２Ａ，１２Ｂが設けられている。
【００２１】
　運転席１０の後側（図２及び図３中右側）にはリアカバー１３が設けられ、リアカバー
１３内に空調装置１４が収納されている。運転席１０とリアカバー１３の間には、例えば
飲料容器等を収納する保冷温庫１５が設けられている。
【００２２】
　空調装置１４の運転室用送出口１６Ａ（後述の図４参照）には第１の運転室用送風ダク
ト介して吹出口１７Ａが接続されている。吹出口１７Ａは、図２中矢印Ａで示すように、
空調装置１４からの空気（冷気、暖気、又はそれらの混合気）を、運転席１０に着座した
運転者Ｐの上半身（顔付近）に向かって吹出すようになっている。
【００２３】
　空調装置１４の運転室用送出口１６Ｂ（後述の図４参照）には第２の運転室用送風ダク
トを介して吹出口１７Ｂが接続されている。吹出口１７Ｂは、図２中矢印Ｂ１及び図３中
領域Ｂ２で示すように、空調装置１４からの空気（冷気、暖気、又はそれらの混合気）を
、運転席１０に着座した運転者Ｐの下半身（足元）に向かって吹き出すようになっている
。
【００２４】
　空調装置１５の保冷温庫用送出口１８（後述の図４及び図７参照）には保冷温庫用送風
ダクト１９（後述の図７参照）を介して保冷温庫１５が接続されている。保冷温庫１５は
、空調装置１４からの空気（冷気、暖気、又はそれらの混合気）によって飲料容器等の収
納物を保冷又は保温するようになっている。
【００２５】
　次に、空調装置１４の詳細について説明する。図４は、本実施形態における空調装置の
内部構造を概略的に表す断面図である。図５は、本実施形態における空調装置の保冷温庫
用送出口及びガイド部材の構造を表す斜視断面図である。図６は、本実施形態におけるガ
イド部材の構造を表す斜視図である。図７は、本実施形態における空調装置の保冷温庫用
送出口、ガイド部材、及び保冷温庫用送風ダクトの構造を概略的に表す分解斜視図である
。
【００２６】
　空調装置１４は、全体的に水平方向（図４中左右方向）に延在する空気流路を形成する
ボックス構造をなしている。そして、空気を送り出す送風機（図示せず）と、この送風機
の下流側に設けられ、空気を冷却して冷気を生成する冷却器（詳細には、例えば冷凍サイ
クルの一部を構成するエバポレータ）２０と、冷却器２０の下流側（図４中左側）に設け
られ、冷気を加熱して暖気を生成する加熱器（詳細には、例えばエンジンで暖められた温
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水が流通するヒータコア）２１と、冷却器２０からの冷気と加熱器２１からの暖気が流通
する送出流路２２と、送出流路２２の下流側に設けられた運転室用送出口１６Ａ，１６Ｂ
とを備えている。
【００２７】
　なお、冷却器２０は、流路断面の全体に亘って配設され、加熱器２１は、流路断面の下
側部分に配設されている。これにより、冷却器２０からの冷気が加熱器２１を経由しない
で送出流路２２に到達する冷気経路と、冷却器２０からの冷気が加熱器２１で加熱されて
暖気となって送出流路２２に到達する暖気経路が形成されている。また、運転室用送出口
１６Ａは、冷気経路側すなわち上側に位置し、運転室用送出口１６Ｂは、暖気経路側すな
わち下側に位置している。
【００２８】
　加熱器２１の上流側には温調ダンパ２３が回動可能に設けられており、その回動位置に
応じて、冷却器２０から流出した冷気のうち加熱器２１に流入する冷気の割合を調節する
ようになっている。運転室用送出口１６Ａ，１６Ｂの間では切替ダンパ２４が回動可能に
設けられており、その回動位置に応じて、運転室用送出口１６Ａから送り出す空気と運転
室用送出口１６Ｂから送り出す空気との割合を調節するようになっている。温調ダンパ２
３の回動位置及び切替ダンパ２４の回動位置は、図示しない制御装置によって制御されて
いる。
【００２９】
　制御装置は、例えば送風機の上流側に設けられた温度センサで検出された運転室８の検
出温度を入力し、運転室８内の温度スイッチ等で設定された運転室８の目標温度を入力し
、運転室８の検出温度と目標温度の差に応じて温調ダンパ２３の回動位置を制御している
。これにより、運転室用送出口１６Ａ，１６Ｂから運転室８内に送り出す空気全体の温度
を調整するようになっている。
【００３０】
　具体的に説明すると、例えば運転室８の検出温度が目標温度より著しく高い場合（言い
換えれば、冷房を行ったほうがよい場合）、加熱器２１側の開度がゼロとなるように（言
い換えれば、暖気経路の開度がゼロ、冷気経路の開度が最大となるように）、温調ダンパ
２３を回動させる。これにより、送出流路２２内に冷気のみが流通し、運転室用送出口１
６Ａ，１６Ｂから運転室８内に送り出す空気の温度が著しく低くなる。一方、例えば運転
室８の検出温度が目標温度より著しく低い場合（言い換えれば、暖房を行ったほうがよい
場合）、加熱器２１側の開度が最大となるように（言い換えれば、暖気経路の開度が最大
、冷気経路の開度がゼロとなるように）、温調ダンパ２３を回動させる。これにより、送
出流路２２内に暖気のみが流通し、運転室用送出口１６Ａ，１６Ｂから運転室８内に送り
出す空気全体の温度が著しく高くなる。
【００３１】
　また、制御装置は、例えば運転室８の検出温度と目標温度の差分が小さくなれば、温調
ダンパ２３の回動位置とともに、切替ダンパ２４の回動位置を制御している。これにより
、運転室用送出口１６Ａ，１６Ｂから運転室８内に送り出す空気全体の温度を調整するよ
うになっている。
【００３２】
　具体的に説明すると、例えば運転室８の検出温度が目標温度より少し高い場合、図４中
実線で示すように、加熱器２１側の開度が小さくなるように（言い換えれば、暖気経路の
開度が小さく、冷気経路の開度が大きくなるように）、温調ダンパ２３を回動させる。同
時に、図４中二点鎖線で示すように、運転室用送出口１６Ａの開度が大きくなるとともに
運転室用送出口１６Ｂの開度が小さくなるように、切替ダンパ２４を回動させる。これに
より、運転室用送出口１６Ａは、主として冷却器２０からの冷気を送り出すとともに流量
が多くなり、運転室用送出口１６Ｂは、主として加熱器２１からの暖気を送り出すととも
に流量が少なくなる。その後、運転室８の検出温度と目標温度の差分が小さくなれば、図
４中実線で示すように、運転室用送出口１６Ａの開度が小さくなるとともに運転室用送出
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口１６Ｂの開度が大きくなるように、切替ダンパ２４を回動させる。これにより、運転室
用送出口１６Ａの冷気の流量を減らすとともに、運転室用送出口１６Ｂの暖気の流量を増
やす。
【００３３】
　なお、制御装置は、例えば運転室８内の風向選択スイッチの入力に応じて、切替ダンパ
２４の回動位置を制御してもよい。すなわち、運転室用送出口１６Ａ，１６Ｂのうちの一
方を閉塞しつつ他方を開放するように、切替ダンパ２４を回動させてもよい。
【００３４】
　また、空調装置１４は、切替ダンパ２４の上流側に位置するように、送出流路２２の幅
方向一方側の側壁に形成された保冷温庫用送出口１８を備えている。このような構造では
、温調ダンパ２３の回動位置に応じて、保冷温庫用送出口１８から保冷温庫１５内に送り
出す空気の温度を調整することが可能である。すなわち、保冷温庫１５の温度を、運転室
８の温度に対してある程度追随させることが可能である。
【００３５】
　しかし、図４中実線で示すように、運転室用送出口１６Ａの開度が小さくなるとともに
運転室用送出口１６Ｂの開度が大きくなるように切替ダンパ２４を回動した場合に、切替
ダンパ２４の影響を受けて、図４中矢印Ｄで示す暖気の流れが生じる。そのため、後述の
ガイド部材２５がなければ、保冷温庫用送出口１８に取り込まれる暖気が増える。この場
合、保冷温庫１５の温度は、運転者が意図する温度よりもやや高くなる。
【００３６】
　そこで、本実施形態では、保冷温庫用送出口１８から送出流路２２内に突出するように
、略筒状のガイド部材２５を設けている。ガイド部材２５の突出長さＬは、例えば送出流
路２２の幅寸法に対して１／３程度である。ガイド部材２５は、加熱器２１からの暖気が
流れてくる側面一方側の半周部分に形成された遮蔽部２６と、冷却器２０からの冷気が流
れてくる側面他方側の半周部分に形成された開口（切欠き）２７とを有している。これに
より、運転室用送出口１６Ａの開度が小さくなるとともに運転室用送出口１６Ｂの開度が
大きくなるように切替ダンパ２４を回動した場合に、図中矢印Ｄで示す暖気の流れが生じ
ても、ガイド部材２５の遮蔽部２６によって、保冷温庫用送出口１８に取り込まれる暖気
を抑制することができる。その一方で、ガイド部材２５の開口２７によって、冷却器２０
からの冷気（図中矢印Ｃ参照）を保冷温庫用送出口１８に取り込みやすくしている。した
がって、ガイド部材２５によって、保冷温庫用送出口１８に取り込まれる暖気と冷気のバ
ランスを調整することができ、保冷温庫１５の温度追随性を調整することができる。
【００３７】
　以上のように、本実施形態では、簡素な追加部材で、保冷温庫１５の温度追随性を調整
することができる。その結果、保冷温庫１５の温度を、運転者が意図する温度に近づける
ことができる。なお、油圧ショベルの仕向け地に応じてガイド部材２５の固定角度（言い
換えれば、ガイド部材２５の周方向における遮蔽部２６の位置）を調整して、暖気を抑制
する度合いを変更してもよい。すなわち、熱帯地向けであれば、暖気の抑制の度合いを高
めて保冷温庫１５の温度を低くし、寒冷地向けであれば、暖気の抑制の度合いを低くして
保冷温庫の温度を高めてもよい。
【００３８】
　なお、上記一実施形態においては、ガイド部材２５を固定した場合を例にとって説明し
たが、これに限られず、ガイド部材２５を回転させる回転機構を設けてもよい。具体的に
は、例えば図８で示す変形例のように、リンク２８Ａ，２８Ｂ，２８Ｃを介してガイド部
材２５を回転させるサーボモータ２９と、運転室８内の調整用スイッチからの入力に応じ
てサーボモータ２９を制御するモータ制御装置（図示せず）を設けてもよい。このような
変形例では、運転者の意図により、保冷温庫１５の温度追随性を調整することができる。
【００３９】
　また、上記一実施形態においては、ガイド部材２５は、加熱器２１からの暖気が流れて
くる側面一方側の半周部分に形成された遮蔽部２６と、冷却器２０からの冷気が流れてく
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これに限られず、本発明の趣旨及び技術思想を逸脱しない範囲内で変形が可能である。す
なわち、例えば図９（ａ）で示す変形例のように、ガイド部材２５Ａは、加熱器２１から
の暖気が流れてくる側面一方側に形成された遮蔽部２６と、冷却器２０からの冷気が流れ
てくる側面他方側に形成された複数の円形状の開口２７Ａとを有してもよい。あるいは、
例えば図９（ｂ）で示す変形例のように、ガイド部材２５Ｂは、加熱器２１からの暖気が
流れてくる側面一方側に形成された遮蔽部２６と、冷却器２０からの冷気が流れてくる側
面他方側に形成された複数の長丸形状の開口２７Ｂとを有してもよい。これらの変形例に
おいても、上記一実施形態と同様の効果を得ることができる。
【００４０】
　また、上記一実施形態においては、温調ダンパ２３は、加熱器２１の上流側だけに設け
られた場合を例にとって説明したが、これに限られない。すなわち、温調ダンパ２３は、
加熱器２１の下流側だけに設けられてもよいし、加熱器２１の上流側及び下流側の両方に
設けられてもよい。これらの場合も、上記同様の効果を得ることができる。
【００４１】
　なお、以上においては、本発明の適用対象として油圧ショベルを例にとって説明したが
、これに限られず、ホイールローダ等、他の建設機械に適用してもよいことは言うまでも
ない。
【符号の説明】
【００４２】
　８　　　　　　　　　　　　運転室
　１４　　　　　　　　　　　空調装置
　１５　　　　　　　　　　　保冷温庫
　１６Ａ，１６Ｂ　　　　　　運転室用送出口
　１８　　　　　　　　　　　保冷温庫用送出口
　２０　　　　　　　　　　　冷却器
　２１　　　　　　　　　　　加熱器
　２２　　　　　　　　　　　送出流路
　２３　　　　　　　　　　　温調ダンパ
　２４　　　　　　　　　　　切替ダンパ
　２５，２５Ａ，２５Ｂ　　　ガイド部材
　２６　　　　　　　　　　　遮蔽部
　２７，２７Ａ，２７Ｂ　　　開口
　２８Ａ，２８Ｂ，２８Ｃ　　リンク
　２９　　　　　　　　　　　サーボモータ
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